
子
ど
も
手
当
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

　
政
府
は
「
国
民
の
生
活
が
第
一
。
」
の
掛
け
声
と
共
に
新
た
な
政
策
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
「
国
民
の
生
活
が
第
一
。
」
の
政
策
実
行
の
ひ
と
つ
に
「
子
ど
も
手
当
の
創
設
」
が
あ
る
。

「
子
ど
も
手
当
の
創
設
」
に
関
す
る
法
整
備
は
、
民
主
党
が
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
参
議
院
提
出
の
、
「
子
ど
も
手
当

法
（
案
）
」
が
そ
の
叩
き
台
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
民
主
党
提
出
の
「
子
ど
も
手
当
法
（
案
）
」
の
中
に
お
い
て
、

（
定
義
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
」
と
は
、
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

　
　
　
　
を
い
う
。

　
２
　
　
こ
の
法
律
に
い
う
「
父
」
に
は
、
母
が
子
ど
も
を
懐
胎
し
た
当
時
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
母
と
事
実

　
　
　
　
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
子
ど
も
手
当
の
支
給

（
支
給
要
件
）

第
四
条
　
子
ど
も
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
と
き
に
支
給
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
一
　
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
又
は
母

　
二
　
父
母
に
監
護
さ
れ
ず
又
は
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者

　
三
　
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
又
は
母
で
あ
っ
て
、
父
母
に
監
護
さ
れ
ず
又
は
こ
れ

　
　
　
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
も
の

　
２
　
前
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
、
父
及
び
母
が
共
に
当
該
父
及
び
母
の
子
で
あ
る
子
ど
も
を
監
護
し
、
か

　
　
　
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
き
は
、
当
該
子
ど
も
は
、
当
該
父
又
は
母
の
う
ち
い
ず
れ
か
当
該
子
ど
も
の
生
計

　
　
　
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
者
に
よ
っ
て
監
護
さ
れ
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
み
な
す
。

と
あ
る
。

　
右
、
民
主
党
提
出
の
「
子
ど
も
手
当
法
（
案
）
」
に
お
い
て
「
子
ど
も
手
当
法
（
案
）
」
の
第
三
条
（
定
義
）
、
及
び
第
四

条
（
支
給
要
件
）
等
の
子
ど
も
手
当
受
給
対
象
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
日
本
国
の
国
籍
条
件
が
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
政
府
は
、

こ
の
民
主
党
提
出
の
「
子
ど
も
手
当
法
（
案
）
」
の
日
本
国
の
国
籍
条
件
を
受
給
資
格
と
す
る
こ
と
が
欠
落
し
た
「
子
ど
も
手

当
法
（
案
）
」
を
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。
ま
た
、
「
子
ど
も
手
当
法
（
案
）
」
で
、
日
本
国
の
国
籍
条
件
を
受
給
資
格

と
す
る
こ
と
が
欠
落
し
た
法
案
を
審
議
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
行
の
各
種
法
律
、
及
び
行
政
運
用
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
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題
や
齟
齬
を
き
た
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
を
留
意
す
る
か
。

右
質
問
す
る
。
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